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メカノフルオロクロミズムを示す分子結晶は近年、圧力の可視化など注目されて

います。しかし結晶多型が介在するため結晶構造解析に至る例は限られています。

本研究の試料も結晶が非常に薄く多重に積層しており、単結晶を得るために繰り返

し

高分子の共重合構造や分子量などを新規触媒により制御することで、超強靭性、高ガス・バ

リア性、超弾性など様々な革新的材料が開発されています。ポリエチレン系高分子用の高性能

チタン系触媒の開発のためには、触媒構造と反応活性の相関解明が必須です。しかしチタン触

媒は大気不安定で、従来のX 線構造解析実験では

キャピラリー封入計測が必要であり、バック

グラウンドが高く、霜の付着など計測の精度

・効率に課題がありました。本研究では、顕

微鏡の下半分をグローブバックで包み、アル

ゴンガスで満たして結晶のカット・マウント

を行い、さらにオイルコートを施すことで、

複数の触媒結晶の高精度解析に成功し、その

触媒機能が陰イオン部分の構造により制御さ

れることを解明することができました。

アモルファス相に変化させると発光色が変わる分子 空気中で不安定な金属触媒の結晶構造解析

Xray diffraction, Molecular structure, Single crystal Key words

概 要 / 
Overview

単結晶Ｘ線構造解析は、結晶中での分子構造やその配列を3次元構造として決定できる有力
な手法である。本発表では、機械応答性と光応答性を両立する固体蛍光分子の開発、メカノ
フルオロクロミズムを示す有機分子固体におけるキラル積層構造と光学活性、高性能非架橋
型錯体触媒の開発についての支援事例を紹介する。
Single crystal X-ray structural analysis is a powerful technique that can determine the 
molecular structure and its arrangement in a crystal as a three-dimensional structure. In this 
presentation, the development of solid fluorescent molecules that achieve both 
mechanoresponsive behavior and photochemical response, chiral layered structure and 
optical activation in organic molecular solids exhibiting mechanofluorochromism ,and  the 
development of high-performance nonbridged catalysts will be introduced.

図1 CSB-5の結晶構造
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図3 チタン触媒の分子構造
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非常に薄く積層した結晶の構造解析

メカノフルオロクロミズムを示す有機分子固体におけるキラル積層
構造と光学活性（ナノテク以外の国際共同研究）

利用者:室蘭工業大学 応用理化学系学科
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固相発光体である新規ビス(シアノスチリル)ベンゼン誘導体CSB-5は、結晶相やアモル

ファス相では赤橙色のエキシマ－発光を示しますが、これらのうちアモルファス相では、青

色光を当て続けると光反応が進行してエキシマ－サイトが減少し、発光色がモノマー由来の

緑色に変化します。このような性質を利用すると、結晶状態の膜をひっかいてアモルファス

相に変化させた部分だけ発光色が

変化する発光パターニングが可能

となります。今回CSB-5の結晶構

造解析に初めて成功しました。

ナノテクノロジープラットフォーム単結晶Ｘ線構造解析実施実績

（ ）内は学内含む全測定試料数
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Chiral layered structure and optical activity in organic molecular solids 
exhibiting mechanofluorochromism

板状結晶を切り出すサンプリングを行い、なん

とか良質の単結晶を得ることができ構造解析で

きた。単結晶構造解析の結果、分子のキラルな

積層構造が解明され、世界初の力学刺激応答性

の円偏光発光材料の発見につながりました。


